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令和８年度産業医科大学大学院 

医学研究科学生募集要項 

《看護学専攻》(修士課程)  

 
１ 募集人員 

   看護学専攻：５名（募集人員には、社会人を含む。） 

 

＊第１次募集で定員を満たした場合は、第２次募集は実施しません。 

＊本研究科では、社会人の就学に特別な配慮を行うため「大学院設置基準第 14条に定める教育

方法の特例」を適用し、教育上特別の必要があると認められる場合は離職することなく、夜間

その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の方法により教育を行っていま

す。 

 また、講義等をオンラインで実施するなど、遠方にいる社会人にも配慮した教育を行ってい

ます。 

なお、社会人とは、病院、教育・研究機関、企業等に勤務しており、入学後もその身分を有

する者をいいます。 

 

２ 出願資格 

  保健師・助産師・看護師いずれかの資格を有し（資格取得見込みの者を含む）、次の⑴～⑷のい

ずれかに該当する者を対象とします。 

(1) 大学を卒業した者および卒業見込みの者 

(2) 外国において、学校教育における 16年の課程を修了した者および修了見込みの者 

(3) 文部科学大臣の指定した者 

(4) その他本学大学院において第１号に掲げる者と同等以上の学力があると認めた者 

   （看護系短期大学、専修学校、各種学校等の卒業者で、看護職としての実務経験を有する者） 

（注）志望担当講座の指導教授の承諾を得たうえで出願すること。 

 

３ 試験期日等 

 一般選抜及び社会人選抜 

出願期間 
令和 ７年 ８ 月 １ 日（金）～ 

      ８月 29日（金）17時（必着） 

試験期日 令和 ７年 ９月 26日（金） 

合格発表 令和  ７年 10月 31日（金） 

入学手続 

期    間 
令和 ７年 11月 ４日（火）～ 11月 13日（木） 

＊受付時間：月曜～金曜 ９時～17時（祝日を除く） 
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４ 出願手続 

(1) 出願方法 

 出願書類は、ホームページからダウンロードして作成し、「５ 出願書類・入学検定料」の出 

願書類を一括し、郵送してください。（簡易書留等の記録の残る方法で郵送してください） 

   封筒の表面左下に「大学院入試出願書類在中」と朱書し、出願期間内に必着のこと 

出願先：産業医科大学 教務課 大学院係 

       〒807-8555 北九州市八幡西区医生ヶ丘１－１ 

(2) 問い合わせ先 

     電 話：０９３－６９１－７２０７（直通） 

     ＦＡＸ：０９３－６０２－５４８２ 

メール：kyomu@mbox.pub.uoeh-u.ac.jp 

         メールの場合は、氏名・所属等を忘れずに記載のこと 

 (3) 出願上の注意事項 

① 出願書類に次のような不備があるものは受理しません。 

イ 入学志願票、受験写真票・受験票に記入もれ又は誤記があるもの。 

ロ 入学検定料振込書控が貼付されていないもの。 

ハ 必要な証明書等が添付されていないもの。 

② 出願書類に虚偽の記入をした者は、入学後でも入学許可を取り消すことがあります。 

 

(注) 外国人志願者については、出願書類等に一部異なる部分があるので、事前に教務課 

大学院係あて問い合わせてください。 
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５ 出願書類・入学検定料 

書類等 提出者 摘  要 

入学志願票・履歴書 全 員 

・本学所定用紙に記入し、写真貼付 

・志望担当講座等名を選択し、所定欄に記入 

・選抜方法の一般、社会人の別は、令和８年４月１日時点で記入 

業績調書 全 員 

・本学所定用紙に記入 

・論文、学会発表等、記載した全てについて、写しを添付してく

ださい。 

受験写真票・受験票 全 員 
・本学所定用紙に記入し、写真貼付 

  ＊受験票は９月 12日（金）頃発送する予定です。 

成績証明書 全 員 
・出身大学所定用紙により出身大学(学部)長が作成したもの 

・大学以外の短期大学等については、最終学校長が証明したもの 

卒業(見込み)証明書 全 員 
・出身大学所定用紙により出身大学(学部)長が作成したもの 

・大学以外の短期大学等については、最終学校長が証明したもの 

学位授与証明書 該当者 
・大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与された者のみ提

出してください。 

写真３枚 全 員 

・タテ４cm×ヨコ３㎝、３か月以内に撮影した上半身、脱帽、正

面向きのもの 

・入学志願票、受験写真票・受験票の指定箇所に貼付 

出願・就学承諾書 該当者 
・病院等に在職中の者で、入学後も在職のまま就学する者 

  ※令和８年４月からの在職機関において発行を受けること 

看護師等免許証の 

写し 
該当者 

・保健師、助産師、看護師免許のうち、取得しているもの全ての

写し 

連絡受信先 全 員 
・志願者の住所・氏名を記入 

※受信先を本学にする場合は、本学所属講座等名等を記入 

切手（４１０円分） 全 員 
・受験票・試験結果の返送用 

※受信先を本学にする場合は、切手不要 

入学検定料 

３０，０００円 
全 員 

・下記銀行口座へ振り込みのうえ、振込書控（写し可）を 

入学志願書・履歴書の貼付欄に貼付してください。 

西日本
ニ シ ニホ ン

シティ
シ テ ィ

銀行
ギンコウ

 産業
サンギョウ

医大
イ ダ イ

出 張 所
シュッチョウジョ

 

口座名「学校
ガッコウ

法人
ホウジン

産業
サンギョウ

医科
イ カ

大学
ダイガク

」 

口座番号「普通預金 ０００００１５」 

※インターネットバンキング等を利用した振込の場合は、 

振込完了の通知画面等のプリントアウト(A4)の提出も可 

・一度払い込まれた入学検定料は、いかなる理由があっても 

返還しません。 

 注１ 提出期限までに出願書類が揃わない場合は、教務課大学院係にお問い合わせください。 

 注２ 出願資格確認等のため、さらに書類を提出していただくことがあります。 
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６ 事前相談 

  出願希望者は出願前に、指導教員と入学後の研究等について、必ず相談を行ってください。 

「４ 出願手続」に記載されている問合せ先に連絡し、事前相談の日程調整を行ってください。 
 

７ 入学者の選抜方法 

入学者の選抜は、学力検査、面接の結果と成績証明書等を総合して判定します。 
 

   学力検査等の日時および科目 

試験期日 検査時間 科  目 

一般選抜および社会人選抜 

 

令和 ７年 ９月 26日（金） 

9：30～10：30 

（※1） 

学力検査（筆記試験）（※3） 

  外国語（英語）について行う。 

  辞書の持ち込みを可とする。 

10：45～11：45 
学力検査（筆記試験） 

  専門領域について行う。 

13：00～ 

（※2） 
面接 

※1）開場 9：00（予定）、9：20 までに入室完了のこと 

※2）終了時刻は面接の順序によりますが（順序は当日指示）、14：30 迄に終了（予定） 

※3）過去問が必要な方は、教務課大学院係あて問い合わせてください。 
 

８ 試験場 

  産業医科大学 本館２号館 ４階 ２４０１講義室 

   （北九州市八幡西区医生ヶ丘１番１号） 

      

駐 車 場

大学２号館

大 学 病 院

正門

西
別
館

３号館
(食堂)

大 学 本 館 １ 号 館

外 来 駐 車 場

ﾗﾏﾂｨｰﾆ
ﾎ ｰ ﾙ

事
務
局

本
　
部

南
別
館

急性期
診療棟
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９ 合格者発表  

 産業医科大学ホームページに掲載するとともに、合格者には合格通知書及び入学手続関係書類

を送付します。 

 

 

10 入学手続 

 (1) 提出書類    

入 学 誓 約 書 本学所定のもの 

※ 写真は、３か月以内に撮影した 

上半身、脱帽、正面向きのもの 

(タテ 4.5cm、ヨコ 3.5 ㎝)。 

１枚は学生身上書に貼付、もう１ 

枚は学生証用として使用します。 

（裏面に氏名を明記のこと） 

連 帯 保 証 書 〃 

学 生 身 上 書 〃 

緊急連絡先の確認について 〃 

住民票記載事項証明書 

又は外国人登録原票記載事項証明書 
１通 

写 真 カラー写真２枚 

 

 (2) 提出先 教務課 大学院係（入学誓約書のみ） 

学生課（入学誓約書以外の書類） 

※簡易書留等による郵送可（一式を学生課宛てに郵送のこと） 
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11 学生納入金等 （令和８年度予定） 

入 学 料        282,000円  

授 業 料     年額 535,800円 

前学期分  267,900円    4月 1 日から 4 月 30日の間に納入 

後学期分  267,900円   10月 1 日から 10月 31日の間に納入 

学生教育研究災害傷害保険  1,790円（2年間分）（予定） 

学研災付帯賠償責任保険   1,000円（2年間分）（予定） 

 

種類 学生教育研究災害傷害保険 学研災付帯賠償責任保険 

対 

象 

と 

な 

る 

活 

動 

範 

囲 

日本国内外における以下の活動中に生じた急 

激かつ偶然な外来の事故によって自身の身体 

に傷害を被った場合 

  

①正課中(講義、実験、実習、演習等) 

②学校行事中 

③上記以外で学校施設内にいる間 

(但し、大学が禁じた時間もしくは場所に 

いる間又は大学が禁じた行為を行ってい 

る間は除く。） 

④学校施設外で大学に届け出た課外活動

（クラブ活動）を行っている間 

（課外活動届を提出し許可を受けたものに 

限る） 

⑤通学中 

（正課、学校行事への往復中） 

日本国内外における以下の活動中、他人にケ 

ガをさせたり、他人の財物を損壊したことに 

より、法律上の損害賠償責任を負担すること 

によって被る損害 

（自身の身体の傷害は対象外） 

    

①正課中(講義、実験、実習、演習等) 

②学校行事中 

③インターンシップ、ボランティア活動等 

④医療関連実習中 

⑤通学中（正課、学校行事への往復中） 

補 
償 
内 

容 

と 

補 

償 

金 

・死亡したとき   1 千万～2 千万円 

・後遺障害保険金   60 万～3 千万円 

・通院医療保険金    3 千～30 万円 

①正課中   治療日数 1 日以上が対象 

②学校行事  治療日数 1 日以上が対象 

③上記以外  治療日数 4 日以上が対象 

④課外活動  治療日数 14日以上が対象 

  ⑤通学中   治療日数 4 日以上が対象 

   （①～⑤270 日を超えると一律金額） 

・入院加算金    一日 4,000 円 

（但し 180 日を限度） 

・臨床実習中に接触感染による感染症 

予防措置を受けたとき 

  1 事故につき 15,000 円 

・対人賠償・対物賠償 

  対人賠償と対物賠償合わせて 

  １事故につき１億円限度 

   （免責金額０円） 

《 事例比較（但し、本学内の場合） 》 

   ◆事故例◆   正課の化学実験中、間違って薬品を混ぜ、爆発事故を起こし、自分も 

           火傷を負ったが、隣にいた友人にも火傷を負わせてしまった。 

 

   ◆補償例◆   ①自分が適用される保険…学生教育研究災害傷害保険、 

                          学研災付帯賠償責任保険（友人及び壊した 

                        機器等に対する損害賠償） 

           ②友人が適用される保険…学生教育研究災害傷害保険 
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12 授業料免除および徴収猶予  

本学には、授業料の納入が困難な学生のために学期毎に授業料の免除又は徴収猶予をする制度 

があり、希望する学生は、申請により次のいずれかに該当する場合に、当該学期分の授業料の免 

除（全額又は半額）又は徴収が猶予されることがあります。 

(1) 経済的理由によって授業料の納入が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者 

(2) 学生の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が出願期前６月以 

内に次のいずれかに該当する場合であって授業料の納入が著しく困難と認められる者 

① 学資負担者が死亡した場合 

② 学資負担者が天災地変又はその責に帰さない理由により不慮の災害等を受け、財産等に 

損害を受けた場合 

 

13 長期履修制度について  

長期履修制度とは、職業を有している等の事情により、標準修業年限で修了することが困難と

認められる者について、長期履修学生として標準修業年限を超えて計画的に履修することを可能

とする制度です。 

長期履修学生の申請にあたっては、長期履修期間中の履修や研究方法等について、あらかじめ

指導教員と十分に相談してください。 

 

14 奨学金制度 

日本学生支援機構奨学金ほか、各種団体が行っている奨学金の貸与を希望する者は、学生

課まで申し出てください。なお、募集は掲示にて行います。（参考：４月中旬頃） 

 

15 コースについて 

（1）看護実践・看護技術開発コース 

医療機関や地域における臨床や地域における看護実践を、実証的または開発的に推進・実

施するための研究能力を養うことを目的としています。対象者の健康レベルの理解を基盤に、

健康レベルに応じた看護について、理論や概念、ケアのあり方を系統的に学び、看護実践力

を高め、それらを通して看護技術の実証的または開発的な研究へと発展させていきます。 

 

（2）看護教育・人材育成コース 

看護教育学を推進・実施するための研究能力、または看護職の人材育成のための研究能力

を養うことを目的としています。看護基礎教育や様々な臨地における、継続教育に必要な教

育理論や概念、教育方法、看護管理を系統的に学び、看護教育力及び人材育成力を高め、そ

れらを通して質の高い看護教育や人材育成の実証的または開発的な研究へと発展させてい

きます。 
 

16 専門領域の概要および指導教員について 

健康支援・高齢者支援看護学領域、生活支援看護学領域、母子支援看護学領域、コミュニティ

看護学領域、看護管理学領域、メンタルヘルス看護学領域の６領域があります。 

各看護学領域の概要および指導教員は次の通りです。 
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（1）「健康支援・高齢者支援看護学領域」 指導教員 ：阿南 あゆみ、永松 有紀、園本 格士朗、 

室屋 和子 

成人期や老年期の様々な健康段階にある人を対象とした看護ケアの幅広い実践と応用について

探求する能力を培い、教育・研究を通じて質の高い看護が提供できる人材を育成します。また

家庭や職場、地域社会を含めた健康・高齢者支援をチーム医療の観点より推進できる高度専門

職業人の育成をはかります。臨床における看護実践の追究や看護介入の実証的かつ開発的な教

育、研究に携われる看護職者の育成を目指します。 

 

（2）「生活支援看護学領域」 指導教員 ：中富 満城 

臨床や教育現場における看護技術の科学性を追究する方法、看護技術の教授方法を学ぶ領域

です。ヘルスアセスメントをもとに的確な判断と高度な生活支援、生活の質の向上における指

導を提供できる看護実践者や看護教育者などの高度専門職業人の育成を目指します。同時に生

活支援領域における看護技術の探求や開発的な研究に携われる看護職者を育成します。 

 

（3）「母子支援看護学領域」 指導教員 ：松浦 祐介、中村 恵美 

妊娠・出産・産褥期にある母親の支援、新生児のケアや子育て支援、臨床や地域におけるこ

どもの健全な成長発達や QOL 向上に向けた支援、女性のライフサイクル全般にわたる支援の領

域で、関連する概念や理論をもとに、他の専門職と協働してチーム医療や健康支援活動を推進

できる高度専門職業人の育成を目指します。また、母子支援看護領域における実証的・開発的

な研究に携われる能力や、後続者育成を担う教育者としての能力の修得を目指します。 

 

（4）「コミュニティ看護学領域」 

個人・家族・集団の健康のアセスメント理論やヘルスプロモーション理論を活用し、保健・

医療・福祉の多職種との連携・協働を基軸に看護支援ができる看護実践者、看護教育者などの

高度専門職業人の育成を目指します。及びコミュニティサポートの観点から地域に生きる人々

の生活と、QOL維持・向上を目的とした看護サービス提供に向けた新たなシステムを創造・発展

させる研究に携われる看護職者の育成を目指します。 

 

（5）「看護管理学領域」 指導教員 ：立石 和子 

保健・医療・福祉の分野において、良質な看護サービスを公平かつ効率的に提供するための

システム開発やマネジメントに関する実践・研究・教育に携われる看護職者の育成を目指しま

す。そのため、変革する社会状況の中で、看護マネジメント全般において、的確な情報処理の

もと自立的に意思決定できる実践的能力をもつ看護管理者や、実証的かつ学際的な研究や教育

を遂行できる教育研究者を育成します。 

 

（6）「メンタルヘルス看護学領域」 

特徴的な諸理論を活用し、的確な対象理解と臨床判断、並びに高度な実践技術、それらを応

用し他の専門職と協働できる実践能力、組織におけるメンタルヘルスに卓越したマネジメント

能力を発揮できる看護実践者、看護教育者などの高度専門職業人の育成を目指します。及び看

護介入の実証的・開発的な研究に携われる看護職者の育成を目指します。 


